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（課題名）緑肥の肥料効果の面的把握とすき込み方法の改良に基づく減

化学肥料栽培技術の開発 
 
１ 代表機関・研究代表者 

国立研究開発法人 農研機構中日本研究センター 唐澤 敏彦 
 
２ 研究期間：令和５年度～令和７年度（３年間） 

 

３ 研究目的 

緑肥は栽培したその場にすき込むため、生育にむらがあると、肥料効果

にもむらが生じる。緑肥の肥料効果の面的な把握により、緑肥による減肥

と次作物の生育斉一化による効率的生産の両立に資する技術を開発する。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

①  緑肥の肥料効果のセンシング技術の開発 

すき込まれる緑肥の肥料効果を空撮等によるセンシングで面的に把

握する技術を開発する。 
（農研機構北海道農業研究センター、長崎県農林技術開発センター、農研機構農業環境研究部

門、新潟県農業総合研究所畜産研究センター、農研機構中日本農業研究センター、信州大学、長

野県野菜花き試験場、千葉県農林総合研究センター） 

 

② 緑肥の導入にかかる作業体系の検討と肥料効果への影響の明示 

緑肥導入において必要な緑肥の播種、細断、すき込みの作業について、

作業体系を見直すとともに、新しい作業機のプロトタイプを作成する。 
（秋田県立大学、農研機構農業環境研究部門、農研機構中日本農業研究センター、スガノ農機

株式会社、千葉県農林総合研究センター、長野県野菜花き試験場） 

    

５ 最終目標 

すき込まれる緑肥の肥料効果を明確化・マップ化する手法のプロト

タイプを作成する。すき込み方法等による肥料効果の違いを明確化す

るとともに、新しい作業機のプロトタイプを作成する。 

 

６ 期待される効果・貢献 

減肥により、環境負荷の低減、安価な農作物の安定供給が期待される。

後作の野菜生育の斉一化により、野菜の機械収穫の促進、価格の安定化、

新たな農機の販売増加に貢献する。 

 
【連絡先 国立研究開発法人 農研機構中日本農業研究センター 029-838-8421】  
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